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泉州路に春の訪れを告げる「第11回泉州国際市民マラソン」が開催され、国内外から市

民ランナーを中心に約2,800人が出場、それぞれの目標や思いを胸に、午前11時の号砲とと

もに堺市浜寺公園を一斉にスタートしました。ランナーたちは堺阪南線を南下、泉南市り

んくう南浜の泉佐野・岩出線樽井浜口交差点を折り返し、ゴールの泉佐野市りんくうパパ

ラをめざして、それぞれが42.195㎞のドラマを繰り広げました。40㎞地点となった泉南マ

リンブリッジ付近（写真）でも「ラスト！がんばれ！」と沿道につめかけた人々からも惜

しみない拍手と声援が送られていました。 （２月１５日）

泉州路の潮風と声援、背に受けて‥
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て
い
ま
す
。

笆
国
連
事
務
総
長
が
総
会
に
示
し
た
行
動
計
画

で
は
、「
教
育
・
研
修
・
宣
伝
・
情
報
提
供
を
通

じ
て
、
知
識
や
技
能
を
伝
え
、
態
度
を
育
む
こ

と
に
よ
り
、
人
権
文
化
を
世
界
中
に
築
く
取
り

組
み
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
人
々

が
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
人
間
の
尊
厳
を
社
会
で

実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
方
法
と
手
段
を
学
ぶ

生
涯
に
わ
た
る
過
程
で
あ
り
、「
人
権
教
育
の
一

〇
年
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
が

日
常
生
活
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
状
態
を
世

界
中
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

【
人
権
教
育
の
類
型
】

▼
人
権
と
し
て
の
教
育
＝
教
育
を
受
け
る
こ
と

そ
の
も
の
が
人
権
▼
人
権
に
つ
い
て
の
教
育
＝

人
権
と
は
何
か
、
人
権
に
関
す
る
知
識
を
学
習

▼
人
権
の
た
め
の
教
育
＝
人
権
を
実
現
す
る
た

め
の
力
を
育
て
、
人
権
を
守
り
育
て
て
い
く
社

会
や
個
人
の
育
成
。
人
権
に
関
す
る
ス
キ
ル
を

育
て
る
▼
人
権
を
大
切
に
す
る
教
育
＝
人
権
が

守
ら
れ
た
状
態
で
の
学
習
の
展
開
。
人
権
に
関

す
る
態
度
。

人
権
に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
・
態
度
に
基

づ
き
、
泉
南
市
で
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
等

で
、
就
学
前
教
育
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
と

し
て
、
主
体
的
な
参
加
と
自
主
的
な
活
動
を
通

し
て
、
人
権
が
日
常
生
活
に
根
づ
い
た
「
国
際

都
市
・
泉
南
」
の
実
現
に
向
け
、
人
権
教
育
・

人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
今
後
の
課
題
】

こ
れ
ま
で
泉
南
市
で
は
、
同
和
問
題
、
障
害

者
問
題
、
在
日
外
国
人
問
題
等
、
人
権
問
題
の

解
決
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
人
権
問
題
は
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の

課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な

く
、「
人
権
に
関
す
る
知
識
・
ス
キ
ル
・
態
度
」

の
育
成
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生

活
の
中
で
人
権
の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る

力
が
持
て
る
よ
う
、
身
近
な
問
題
に
題
材
を
求

め
た
体
験
型
・
参
加
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
相
談
活
動
を
通
し
て
個
々
の
課

題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
権
課
題
を
具
体
的
な
施
策
と
結
び

つ
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

人権ふれあいセンターでは、人権啓発
交流事業として韓国語教室を開講します。
ふるって、ご参加ください。
▼と　き＝4月10日貍～7月24日貍の毎
週土曜日、午前10時～正午（全16回）
▼ところ＝人権ふれあいセンター（樽井
9丁目16番2号）
▼講　師＝崔眞善

チェジンソン

さん（泉南市在住）
▼対　象＝はじめて韓国語を学ぶ方（初
心者）
▼参加費＝無料
▼定　員＝15人（先着順）
▼申込み＝3月15日豺～3月31日貉（日
曜日は除く）の午前9時～午後5時に、お
電話で人権ふれあいセンター（薀祟６４
４７）
▼問合せ＝人権ふれあいセンター（薀祟
６４４７）

私たち女性は、年齢や

生活、考え方が違っても

同じように自分のからだ

や心に悩み・不安を経験

しています。それは、女

性が自分の怒りや主張を

封じ込め、誰かと誰かが

関係を結んでいく調節機

能の役割を果たす場所に

いつも身を置いているからなのです。

自分の気持ちを素直に表現しながら、いま困って

いることと向き合ってみませんか？自分を責めるだ

けではなく、不安の対象をはっきりさせ、理由を考

えていき、その心の動きにつき合っていく。少し時

間がかかるけれど、自分に力をつけるために踏みと

どまってみませんか‥。

▼相談日時

笊第1金曜日（午後1時～4時）

笆第2水曜日（午後6時～9時）

笳第4金曜日（午後1時～4時）

※2004年度女性相談実施日は下の日程表をご参照く

ださい。

▼相談場所＝笊笳は泉南市水道庁舎・人権推進部相

談室笆は樽井公民館3階控え室

▼相談員＝阿古安子
あ こ や す こ

さん（ウィメンズセンター大阪

カウンセラー）

▼申込み＝電話で事前に予約してください

▼その他＝▽相談時間は1人につき約1時間です▽相

談は無料で秘密は厳守されます

▼問合せ＝人権推進課男女共同参画係（薀祟０００

１・内線270）

阿古安子さん

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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□泉州路の潮風と声援、

背に受けて‥　　　 …1

□人権週間「市民の集い」

を終えて‥　　　…2～3

□情報ＢＯＸ　 …4～9

□information（お知らせ）

…10～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行　…24

泉南市の人口（1月末現在）
人口‥‥‥‥65,729人
男‥‥‥32,056人
女‥‥‥33,673人

世帯数‥‥23,491世帯

世
界
中
に
人
権
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
一
九
九
五
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
も
残
す
と

こ
ろ
今
年
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
世
紀
は
、
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
と

世
界
各
地
に
お
け
る
人
種
・
民
族
・
宗
教
を
め

ぐ
る
様
々
な
対
立
と
紛
争
、
地
球
環
境
の
破
壊

等
、
人
権
に
と
っ
て
も
非
常
に
厳
し
い
世
紀
で

あ
っ
た
と
の
反
省
に
立
ち
、
二
十
一
世
紀
を

「
人
権
の
世
紀
」
と
す
る
こ
と
を
願
い
、
一
九
九

四
年
の
国
連
総
会
で
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇

四
年
ま
で
を
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇

年
（
国
連
一
〇
年
）」
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

「
国
連
一
〇
年
」
の
決
議
を
受
け
て
、
わ
が

国
で
は
、
一
九
九
七
年
に
国
内
行
動
計
画
が
発

表
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
『
人
権
教
育

及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
が
公

布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
で
は
、
一

九
九
七
年
に
行
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
二

〇
〇
一
年
三
月
に
後
期
行
動
計
画
を
策
定
し
、

『
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法

律
』
に
基
づ
く
「
基
本
計
画
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

泉
南
市
で
も
一
九
九
七
年
に
『
部
落
差
別
な

ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す

る
条
例
』
を
施
行
し
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
泉

南
市
行
動
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、「
人

権
・
教
育
・
福
祉
・
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
第
四
次
泉
南
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

【
人
権
教
育
と
は
】

笊
国
連
の
総
会
決
議
で
は
、「
単
な
る
情
報
提
供

に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
発
達
段
階
の
人
々
、

社
会
階
層
の
人
々
が
、
他
の
人
の
尊
厳
を
学
び
、

ま
た
そ
の
尊
厳
を
あ
ら
ゆ
る
社
会
で
確
立
す
る

た
め
の
方
法
と
手
段
に
つ
い
て
、
学
ぶ
た
め
の

生
涯
に
わ
た
る
総
合
的
な
過
程
で
あ
る
」
と
し

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年
。
最
終
年
を
迎
え
て
‥

▼と　き＝3月27日貍午前8時～午

後6時

▼コース＝泉南市役所（集合）～

紀ノ川・吉野川～吉野町
よしのちょう

・吉野歴

史民俗資料館～平尾
ひ ら お

代官所跡～

田原本町秦庄
たわらほんまちはたしょう

～多神社
おおじんじゃ

～百済寺
くだらでら

三

重塔～泉南市役所

▼講　師＝伊ヶ崎淑彦
いかさきよしひこ

さん（歴史

研究家）

▼参加費＝無料※昼食代は各自ご

負担ください

▼定　員＝25人（多数の場合は抽

選）

▼申込み＝3月10日貉（必着）ま

でに、ハガキまたはファクスに人

権バスツアー参加希望、住所、氏

名、電話番号、手話通訳希望（必

要な場合のみ）を明記の上、〒

590－0592（住所不要）泉南市役

所人権推進課（蕭祗００７５）

▼問合せ＝人権推進課（内線270）

江戸時代中期以降、たび重なる飢饉、幕府や藩の財政困窮等によ
り、全国各地で百姓一揆が起きました。文政元年（1818年）竜門郷
14か村が立ち上がり、強訴を決行。代官を倒したが、奈良奉行によ
り一揆の首謀者らは捕らえられ、極刑に処され、みじめな結果に終
わる。その後、天保の大飢饉の最中、天保3年（1832年）に多武峰
の朱印地の農民が立ち上がる。このような歴史を有する地を訪ね、
寺や石仏、塔や石垣に刻まれた民衆の思いに接し、歴史を学ぶ機会
になればと思います。
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井
六
丁
目
二
二
番
三
号
／
樽
井
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階
）
▼
内
容
＝
確
定
申
告
書

や
決
算
書
の
書
き
方
や
消
費
税
に
つ
い

て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
▼
対
象
＝

市
内
商
工
業
者
の
方
▼
費
用
＝
無
料
▼

問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６
３

６
５
）

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近
な
自

然
を
体
感
し
、
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日
貍
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
三
月
十
三
日

貍
笊
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
笆
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
か

ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙

芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木
に
よ
る

紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場

可
。
申
込
み
は
不
要
で
す
）
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日
貍
午
前
十
時
〜

十
時
四
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
三
月
十
三
日
貍
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
笆
三
月
十
四
日
豸
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
▼
内
容
＝
▽
お
茶
席
（
三
月
十
三
日

貍
午
前
十
時
か
ら
）
▽
バ
ザ
ー
（
三
月

十
三
日
貍
午
後
一
時
か
ら
）
▽
演
技

（
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
）

発
表
（
三
月
十
四
日
豸
午
後
一
時
〜
）

▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
、
な
る

べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
信

達
公
民
館
（
薀
祟
９
２
６
４
）

▼
と
き
＝
三
月
十
三
日
貍
午
前
十
時
四

十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
泉
南
楽
し
い

な
読
書
会
受
講
生
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
発
表
会
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
十
四
日
豸
午
後
二
時
半

〜
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
テ
ー

マ
＝
雑
誌
堺
泉
州
の
発
刊
あ
れ
こ
れ

（
堺
泉
州
と
は
泉
州
地
域
の
歴
史
・
文

化
総
合
誌
）
▼
講
師
＝
桧
本
多
加
三

ひ
の
も
と
た
か
ぞ
う

さ

ん
（
堺
泉
州
編
集
長
）
▼
参
加
費
＝
三

〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
三
月
十
三
日
貍
ま

で
に
、
お
電
話
で
泉
南
歴
史
研
究
会
事

務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
へ
▼
主
催
＝

泉
南
歴
史
研
究
会
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

泉
南
歴
史
研
究
会

総
会
記
念
講
演
会

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼と　き＝3月13日貍午後2時

～3時

▼ところ＝古代史博物館

▼内　容＝泉州民話特集その

２（泉州地域に伝わる昔話を

題材にした古代史博物館オリ

ジナル紙芝居の上演と楽しい

クイズ）※小学生向き

▼参加費＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要

▼問合せ＝古代史博物館（薀

祟６７８９）

▼と　き＝3月27日貍午後2時～3時

▼ところ＝樽井公民館

▼内　容＝歌、フルート、マリンバ、

打楽器、ピアノほかによる音楽会

▼出　演＝手と手の音楽会

▼曲　目＝手のひらを太陽に、大き

な古時計ほか

▼対　象＝こどもと

保護者（赤ちゃんも

楽しめます）

▼参加費＝無料

▼定　員＝40組

▼申込み＝3月16日

貂（必着）までに、

往復ハガキ（1家族1

枚）に住所、電話番

号、参加者全員の氏

名（ふりがな）、性

別、子どもの年齢を明記の上、〒

590－0521泉南市樽井6の11の16・樽

井公民館ファミリーコンサート係へ

▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６

１／e-mail : tarui-k@city.sennan.

osaka.jp）

演奏を聴いたり、お歌を歌ったり、こどもと一緒に楽しむ音楽会です。

ご家族みんなで参加してくださいね。

▼
と
き
＝
三
月
三
日
貉
〜
三
月
三
十
一

日
貉
の
毎
週
水
曜
日
午
後
五
時
〜
七

時
、
金
曜
日
午
後
四
時
〜
六
時
、
土
曜

日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
（
※
三

月
十
三
日
貍
、
三
月
二
十
日
貍
は
な
し
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
小
・
中
学
生
と
保
護
者
▼
定
員
＝

二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
上

履
き
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

使
用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
元
気
に
暮

ら
す
た
め
、
痴
呆
予
防
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
五
日
貊
午
後
二
時
〜
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内

容
・
テ
ー
マ
＝
講
演
／
痴
呆
は
初
期
で

く
い
止
め
よ
う
▼
講
師
＝
高
林
実
結
樹

た
か
ば
や
し
み
ゆ
き

さ
ん
（
痴
呆
予
防
教
室
を
広
げ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
二
四
三
・
三
〇
四
）

▼
と
き
＝
三
月
三
日
貉
〜
七
日
豸
の
各

日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
（
最
終
日
は

午
後
三
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル
展
示
室
▼
内
容
＝
洋
画
（
油
彩
画
、

水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）、

日
本
画
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉

南
市
文
化
協
会
、
泉
南
美
術
協
会
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放
を
実

施
し
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
っ

て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
所
で
は

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
／
三
月
九
日
貂
（
薀
祟
４

６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
／
三
月
九
日

貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
／

三
月
十
六
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘

鳴
滝
第
一
保
育
所
／
三
月
十
六
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
／
三
月
十
日
貉
、
三
月
二
十
四
日

貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
※
ち
び
っ
こ
広

場
の
開
催
曜
日
が
四
月
か
ら
第
二
、
四

火
曜
日
と
な
り
ま
す
▼
開
放
時
間
＝
笊

笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘
は

午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝
児

童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

▼
と
き
＝
五
月
十
六
日
豸
、
五
月
二
十

二
日
貍
、
五
月
二
十
三
日
豸
の
三
日
間

▼
と
こ
ろ
＝
万
博
記
念
競
技
場
他
▼
対

象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
及
び
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
平

成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
で
満
十
三
歳

以
上
の
方
▼
競
技
種
目
＝
陸
上
競
技
、

水
泳
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
害
者
の
み
）、

ボ
ー
リ
ン
グ
（
知
的
障
害
者
の
み
）
※

障
害
に
よ
り
種
目
が
限
定
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
＝
三
月
八
日
豺

ま
で
に
、
直
接
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
九
）

将
棋
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
六
日
貍
〜
三
月
二
十
七

日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
（
三
月
二
十
日
貍
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
対
局
の
で

き
る
高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

参
加
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
で
は
、
文
化
・
歴
史
学
科
と
し

て
泉
南
民
俗
座
を
開
演
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
七
日
豸
午
後
一
時
半
開

場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
▼
演
題
＝
夕
鶴
（
木
下
順
二
作
）

▼
出
演
＝
公
民
館
演
劇
講
座
の
受
講
生

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
で

す
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五

八
三
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
国
際
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
貊
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

▼
講
師
＝
井
上
渥
子

い
の
う
え
あ
つ
こ
さ
ん
（
譛
ユ
ニ
セ

フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
▼
テ
ー
マ
＝
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
現
状
に
つ
い
て
※
井
上
渥

子
さ
ん
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の
体
験
談

を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
三
日
貉
〜
三
月

十
日
貉
の
期
間
に
、
お
電
話
で
政
策
推

進
課
（
内
線
二
八
七
）

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員
補

助
▼
資
格
＝
六
十
歳
未
満
の
方
（
学
歴

は
問
わ
な
い
）
▼
定
員
＝
一
〇
人
程
度

▼
選
考
方
法
＝
面
接
審
査
▼
採
用
予
定

日
＝
平
成
十
六
年
四
月
一
日
貅
▼
申
込

み
＝
三
月
十
二
日
貊
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の
上
、
生
涯
学

習
課
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内

線
二
五
二
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
確
定
申
告
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
貊
ま
で
（
土
日

は
除
く
）
※
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
樽

4

友
だ
ち
家
族
と
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

国
際
理
解
講
座
を

開
催
し
ま
す

第
二
十
六
回

泉
南
美
術
展

泉
南
民
俗
座
を

開
演
し
ま
す

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
／
留
守
家
庭

児
童
会
指
導
員
補
助
員

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

泉
南
市
商
工
会

確
定
申
告
相
談
会

も
の
忘
れ
ス
ッ
キ
リ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す



▼
と
き
＝
三
月
十
七
日
貉
午
前
十
時
〜

十
一
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
り

ん
く
う
南
浜
２
号
緑
地
（
サ
ザ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
横
、
カ
メ
公
園
）
▼
内
容
＝
ペ

ー
プ
サ
ー
ト
、
手
遊
び
、
親
子
で
の
遊

び
等
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不

要
で
す
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ひ
だ
ま
り
（
薀
祚
３
３
７
１
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
の
成
果
発
表
や
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
四
月
二
十
九
日
豢
正
午
〜
午

後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
対

象
＝
グ
ル
ー
プ
等
団
体
に
限
る
※
個
人

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
三
月
十
九
日
貊
ま
で

に
、
お
電
話
で
グ
ル
ー
プ
の
名
称
、
代

表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

加
内
容
を
地
域
振
興
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内

線
五
八
三
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豸
午
後
六
時

〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体

育
館
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
▼
そ
の

他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ

ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
七
日
貍
笊
午
前
九

時
半
〜
十
一

時
半
笆
午
後

一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
笊
小

学
一
年
〜
三
年
生
笆
小
学
四
年
〜
中
学

三
年
生
▼
定
員
＝
各
二
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
三
月
十
九
日
貊
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
お
も
し
ろ
科

学
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
二
十
七
日
貍
笊
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
笆
午
後
一
時
半
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
笊
小
学
四
年
〜
中
学
三
年
生
笆

小
学
一
年
〜
三
年
生
▼
定
員
＝
各
二
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
三
月
十
九
日
貊

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

7

第
六
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

自
然
の
不
思
議
を
体
験

お
も
し
ろ
科
学
実
験

青
少
年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

ひ
だ
ま
り
の
出
前
保
育

公
園
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

平成16年「春の全国交通安全運動」

に先立ち、次のとおり安全運転講習

会を開催します。ふるっって、ご参

加ください。

▼と　き＝笊3月18日貅笆3月19日貊

笳3月22日豺※時間はいずれも午後6

時半受付、7時講習開始（約1時間）

▼ところ＝笊あいぴあ泉南笆男里老

人集会場笳一丘老人集会場

▼その他＝笆笳につ

いては、車でのご来

場はご遠慮ください

▼問合せ＝環境整備

課（内線348）

▼と　き＝4月から6月の期間で5回
程度。土曜日、日曜日（夜間含む）
及び平日の夜間で3時間程度を予定
しています
▼ところ＝3市2町の区域内
▼対　象＝平成16年3月1日現在、3
市2町に住所を有する満18歳以上の
方※3市2町の議会議員及び市町職
員は除く
▼定　員＝25人（各市町5人以内）
▼申込み＝3月1日豺～3月18日貅

（消印有効）に郵便、ファクス、e
メール、直接持参のいずれかによ
り笊住所、氏名、年齢、職業、電
話番号を明記した応募書（様式は
自由）笆合併後の新市のまちづく
りについての提案、意見などを800
字以内にまとめたレポートを〒
598－0011泉佐野市高松北1丁目2番
40号・泉州南合併協議会事務局
（薀磬６４４４／蕭磬６４４３／e-
mail : gappei@sensyu-minami.jp）

へ提出してください※笊笆は返却
しません
▼選考方法＝提出いただいたレポ
ート等により選考し、結果を通知
します
▼その他＝懇談会はボランティア
参加とし、報酬等はありません。
但し、交通費は支給します
▼問合せ＝泉州南合併協議会事務
局（薀磬６４４４）

泉州南合併協議会では、合併後の新市におけるまちづくりの望ましい方向や将来像を示す「新市まちづく

り計画」を策定するにあたり、住民の皆さんのご意見をお聴きし、新たなまちづくりに活かすため、新市ま

ちづくり懇談会を設置、その懇談会の委員の方を募集することになりました。
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▼
と
き
＝
三
月
二
十
五
日
貅
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
神
戸
市
立
須

磨
海
浜
水
族
園
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学

四
年
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
五
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
三
月
十
六
日
貂

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
水

族
園
職
業
体
験
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
十
四
日
豸
午
前
十
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
十
八
歳
以
上

の
方
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講
義
・
実
習

▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上

靴
▼
申
込
み
＝
三
月
七
日
豸
〜
三
月
十

三
日
貍
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
月

曜
午
後
、
火
曜
日
は
休
館
）
に
、
体
育

館
に
設
置
し
て
い
る
用
紙
へ
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
写
真
一
枚
（
三
詢
×

二
・
五
詢
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
を
修
了
し

た
方
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可

証
を
発
行
し
ま
す
▽
許
可
証
の
あ
る
方

は
所
定
の
料
金
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が

使
用
で
き
ま
す
▽
許
可
証
を
お
持
ち
の

方
で
許
可
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

る
方
は
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
（
有
効
期
限
が
六
か
月
以
上
経
過
す

る
と
更
新
で
き
ま
せ
ん
）
▼
問
合
せ
＝

市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
三
月
三
十
日
貂
午
前
八
時
〜

午
後
五
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
※

小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
く

だ
さ
い
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
子
ど
も
は
三

二
〇
円
、
大
人
は
六
五
〇
円
▼
申
込

み
＝
三
月
十
六
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
琵
琶
湖
博
物
館
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
よ
く
わ
か
な
い

方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豸
笊
午
前
九

時
半
〜
正
午
笆
午
後
一
時
半
〜
四
時
笳

午
後
七
時
〜
九
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
の

方
▼
定
員
＝
各
二
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行

品
＝
筆
記
用
具
、
２
Ｈ
Ｄ
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
一
枚
※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
お
持
ち
の
方
）
の
持
ち
込
み
は
可
能

で
す
▼
申
込
み
＝
三
月
十
七
日
貉
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一

枚
）
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
受
講
希
望
時
間
（
笊
笆
笳
）
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民

館
パ
ソ
コ
ン
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館春

ら
し
い
お
菓
子
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
中
学
一
年
生
以
上
の
方
▼
内
容
＝

プ
リ
ン
、
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
等
を
作

り
、
試
食
し
ま
す
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇

円
▼
定
員
＝
一
六
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
三
月
十
三
日
貍

（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
樽
井
公
民
館
（
蕭

祟
４
３
８
０
）
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

水
族
園
の
仕
事
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

琵
琶
湖
博
物
館
で

学
び
ま
せ
ん
か

樽
井
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
質
問
会

▼と　き＝3月21日豸午前10時～

午後4時（予定）

▼ところ＝文化ホール

▼入場料＝無料（全席自由）

※申込み・入場整理券は不要で

す

▼出　演＝市内在住の小学４年

生以上の方

▼問合せ＝文化ホール（薀祗７

７６７）

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

樽
井
公
民
館
・
春
の

お
菓
子
づ
く
り
講
座

文化ホールでは、市民の皆さんの演奏による世界的に名声のある、

ドイツ製スタインウエイ（ピアノ）のジョイントコンサートを開催

します。

ご家族で和太鼓の演奏を

お楽しみください。

▼と　き＝3月14日豸午後0

時～4時半

▼ところ＝新家・山田家住

宅（登録有形文化財）

▼出　演＝いずみ太鼓・

皷聖泉
こせいせん

▼入場料＝無料

▼申込み＝不要です

▼主　催＝ABC委員会市民

の文化推進チーム

▼その他＝車でのご来場は

ご遠慮ください

▼問合せ＝生涯学習課（内

線247）



で
平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在
で
満
六

十
歳
以
上
の
方
※
全
講
座
を
受
講
で
き

る
方
▼
定
員
＝
笊
笆
笳
各
四
〇
人
▼
受

講
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
高
齢
障
害
福

祉
課
に
設
置
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
三
月
三
十
一
日
貉

ま
で
に
大
阪
府
立
老
人
総
合
セ
ン
タ
ー

へ
▼
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
薀
06
・

６
８
７
６
・
０
０
３
４
）

樽
井
公
民
館
で
は
、
青
少
年
育
成
事

業
の
企
画
・
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
第
一
土
曜
日
（
小
中
学
生
と

の
活
動
）
と
月
一

回
程
度
の
調
整
会

議
が
あ
り
ま
す
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
他
▼
対
象
＝

十
八
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
は
不
可
）
※
は
じ
め
て
の
方

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
▼
そ
の
他
＝
交
通

費
程
度
を
支
給
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館

中
学
生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相

談
会
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
と
き
＝

毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六
時
〜
七
時

半
※
変
更
あ
り
▼
対
象
＝
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
生
▼
募
集
人
数
＝
若
干

名
▼
提
出
書
類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
座
や
講
演
会
、
そ
の
他
楽

し
い
催
し
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
五
日
豺
午
前
十
時
〜

正
午
※
次
回
以
降
は
参
加
者
で
日
程
調

整
し
ま
す
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼

対
象
＝
子
育
て
中
の
方
や
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
方
▼
催
し
例
＝
▽
親
育
ち
・

子
育
ち
ホ
ッ
と
講
座
▽
え
ほ
ん
☆
ラ
イ

ブ
他
▼
そ
の
他
＝
三
月
十
五
日
豺
に
参

加
で
き
な
い
方
で
関
心
の
あ
る
方
は
、

樽
井
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
樽
井
公
民
館

安
全
で
痛
く
な
い
ソ
フ
ト
剣
を
使
っ

て
競
技
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日
＝
毎
週
土
曜
日
▽
午
後
三
時

〜
四
時
半
（
こ
ど
も
）
▽
午
後
八
時
〜

九
時
半
（
大
人
）
▼
と
こ
ろ
＝
総
合
武

道
場
・
有
朋
館

ゆ
う
ほ
う
か
ん
（
Ｊ
Ｒ
砂
川
駅
か
ら

徒
歩
一
分
）
▼
対
象
＝
小
学
生
以
上
の

方
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
協
会
事
務
局
（
薀
祟
２
７
４
７
）

▼
選
考
の
種
類
＝
笊
第
一
回
（
特
別
）

選
考
笆
第
二
回
選
考
▼
対
象
＝
笊
昭
和

四
十
八
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
方
笆
昭
和
四
十

九
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
に
生
ま
れ
た
方
▼
採
用
予
定
人

員
＝
笊
男
性
約
三
二
〇
人
、
女
性
約
三

〇
人
笆
男
性
二
五
〇
人
、
女
性
約
二
〇

人
▼
選
考
日
＝
笊
笆
と
も
五
月
八
日
貍

▼
申
込
み
期
限
＝
四
月
七
日
貉
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
（
最

寄
り
の
警
察
署
に
設
置
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
直

接
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
▽

泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
ま
と

め
た
冊
子
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

▼
講
演
内
容
＝
▽
テ
ー
マ
は
子
ど
も
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
▽

講
師
は
里
見
恵
子

さ
と
み
け
い
こ

さ
ん
（
大
阪
府
立
大

学
社
会
福
祉
学
部
助
教
授
／
言
語
聴
覚

士
）
▼
配
付
場
所
＝
児
童
福
祉
課
、
教

育
委
員
会
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

だ
ま
り
、
樽
井
公
民
館
、
信
達
公
民
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）
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こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

自
然
を
遊
ぼ
う
！

子
育
て
を
楽
し
む
催
し
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
冊
子

を
配
布
し
て
い
ま
す

中
学
生
学
習
相
談
会
の

講
師
を
募
集
し
ま
す

▼と　き＝4月4日豸午後1時半～

▼ところ＝史跡海会寺跡広場（信達大

苗代／一岡神社境内）

※雨天の場合は中止します

▼出演団体＝泉南市青少年吹奏楽団他

▼入場料＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要です

▼その他＝コンサートへの出演を希望

される個人・グループの方は、3月15

日豺までにお電話で生涯学習課へ

▼問合せ＝生涯学習課（内線247）

大
阪
府
警
察
官
を

募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

会
員
を
募
集
し
ま
す

ＡＢＣ委員会では、第５回さくらコンサートを開催します。

満開の桜とまぶしい新緑の中で、楽しい演奏会と野点を楽しみませんか。

泉州南合併協議会では、第

５回会議を開催します

▼と　き＝4月1日貅午後2時～

▼ところ＝岬町立町民体育館

（岬町淡輪4546番地）

▼その他＝協議会は一般の方

も傍聴することができます。

傍聴の受付は午後1時半から

で、定員は先着100人程度。事

前申込みは不要です。車での

ご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉州南合併協議会

事務局（薀磬６４４４）
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森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森
の

保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
日
貍
午
前
十
時
半

〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉

わ
い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
森
林
の
整
備

（
植
樹
な
ど
）
▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ

い
村
管
理
棟
前
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
作
業
の

で
き
る
服
装
、
軍
手
等
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝e

メ
ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
譛
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

（e-m
ail
:m
idori@

ogtrust.jp

／
薀

06
・
６
２
６
０
・
３
５
８
０
／
蕭
06
・

６
２
６
０
・
３
５
８
１
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
七
日
貍
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
上
野
芝
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
堺
市
上
野
芝
町

二
・
薀
０
７
２
・
２
７
９
・
５
６
３

７
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
定
員
＝
四
〇

組
（
先
着
順
）
▼
集
合
＝
同
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
二
階
ロ
ビ
ー
へ
午
前
九
時
四

十
五
分
に
集
合
▼
費
用
＝
保
護
者
一
人

に
つ
き
七
〇
〇
円
、
子
ど
も
一
人
に
つ

き
三
〇
〇
円
（
傷
害
保
険
含
む
）
▼
指

導
員
＝
大
阪
府
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指

導
員
▼
申
込
み
＝
三
月
一
日
豺
〜
十
四

日
豸
の
期
間
（
月
曜
日
午
後
、
火
曜
日

除
く
）
に
市
民
体
育
館
へ
▼
主
催
＝
泉

南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
▼
そ
の

他
＝
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
合
せ
＝

市
民
体
育
館

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
的

に
、
第
一
回
共
に
生
き
る
障
害
者
展
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
七
日
貍
、
三
月
二

十
八
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
▼
と

こ
ろ
＝
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
泉
北
高
速
鉄
道
泉

ヶ
丘
駅
よ
り
徒
歩
四
分
▼
内
容
＝
第
二

十
六
回
障
害
者
作
品
展
、
情
報
通
信
機

器
展
二
〇
〇
四
、
文
化
芸
術
展
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
ご
来
場
の
際
は

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保

健
福
祉
室
在
宅
課
（
薀
06
・
６
９
４

１
・
０
３
５
１
）

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
日
本
舞

踊
、
茶
道
、
琴
、
尺
八
の
体
験
教
室
・

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
の
成
果
を
披
露

す
る
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
八
日
豸
笊
午
後
〇

時
〜
一
時
半
（
茶
席
）
笆
午
後
一
時
四

十
分
〜
三
時
（
日
本
舞
踊
、
琴
、
尺
八

を
披
露
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
笊

は
二
階
茶
室
笆
は
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
茶
席
は
三

〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
不
要
で
す
▼
そ
の

他
＝
茶
席
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
▼

主
催
＝
泉
南
市
文
化
協
会
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
三
月
二
十
八
日
豸
午
後
三
時

半
開
演
〜
▼
と
こ
ろ
＝
泉
の
森
ホ
ー

ル
・
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
▼
内
容
＝
マ
ジ

ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
「
ア
ン
デ
ィ
先

生
の
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」
※
観
る
だ
け
で

は
な
く
、
参
加
し
て
体
験
で
き
る
マ
ジ

ッ
ク
教
室
で
す
▼
参
加
費
＝
会
費
制
で

月
額
一
〇
〇
〇
円
※
四
歳
未
満
は
無
料

▼
問
合
せ
＝
泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局

（
薀
祟
２
９
０
９
）

▼
と
き
＝
四
月
十
二
日
豺
午
前
八
時
半

（
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
山
側
に
集
合
）
〜

午
後
二
時
頃
（
信
達
童
子
畑
の
さ
わ
や

か
バ
ス
の
バ
ス
停
で
随
時
解
散
）
▼
コ

ー
ス
＝
和
泉
砂
川
駅
〜
市
民
の
里
〜
高

倉
林
道
経
由
堀
河
ダ
ム
〜
紀
泉
わ
い
わ

い
村
〜
童
子
畑
バ
ス
停
▼
対
象
＝
市
内

在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
で
全
行
程
を

を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
方
（
一
三
誅
・

一
般
向
き
）
▼
定
員
＝
三
〇
人
（
先
着

順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
交

通
費
は
各
自
負

担
）
▼
申
込

み
＝
三
月
二
十

二
日
豺
以
降
に
、

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
直
接
泉
南
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
）

へ
※
土
日
祝
日
は
除
く
▼
そ
の
他
＝
▽

昼
食
、
水
筒
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

▽
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
靴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

消
防
本
部
で
は
救
命
率
の
向
上
の
た

め
、
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
四
月
十
八
日
豸
午
前
九
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
消
防
本
部
▼

内
容
＝
▽
心
肺
蘇
生
法
▽
大
出
血
時
の

止
血
法
▽
各
種
け
が
の
応
急
処
置
ほ
か

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電

話
で
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
や
知
識
、
技

術
を
活
か
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
五
月
〜
平
成
十

七
年
三
月
の
期
間
で
週
一
回
▼
と
こ

ろ
＝
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
ビ
ッ

グ
・
ア
イ
（
堺
市
茶
山
台
一
丁
八
番
一

号
／
泉
北
高
速
鉄
道
泉
ヶ
丘
駅
）
▼
コ

ー
ス
＝
笊
国
際
交
流
活
動
笆
世
代
間
交

流
活
動
笳
地
域
福
祉
活
動
※
平
成
十
六

年
大
阪
府
老
人
大
学
講
座
と
の
併
願
は

で
き
ま
せ
ん
▼
対
象
＝
大
阪
府
内
在
住

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

発
表
会
を
開
催
し
ま
す

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
十
三
回
例
会

シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

救
命
講
習
会
に
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

共
に
生
き
る
障
害
者
展

を
開
催
し
ま
す

いろいろな事情
じじょう

で小学校
しょうがっこう

や

中学校
ちゅうがっこう

を卒業
そつぎょう

できなかった方
かた

、

夜間中学校
やかんちゅうがっこう

に勉強
べんきょう

しにきませ

んか。

▼と　き＝月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

の午後
ご ご

５時
じ

30分
ぷん

～８時
じ

30分
ぷん

まで

▼ところ＝岸城中学校
きしきちゅうがっこう

（岸
きし

和田市野田町
わ だ し の だ ち ょ う

２丁目
ちょうめ

19の19）

▼内　容
な い よ う

＝「あいうえお」か

ら勉強
べんきょう

できます

▼対　象
たいしょう

＝16歳以上
さいいじょう

で、義務
ぎ む

教育
きょういく

を受
う

けていない方
かた

なら

入学
にゅうがく

できます（国籍
こくせき

は問
と

いま

せん）

▼授業料
じゅぎょうりょう

＝無料
むりょう

▼その他
た

＝中学校卒業資格
ちゅうがくこうそつぎょうしかく

が

とれます

▼入学受付期限
にゅうがくうけつけきげん

＝平成
へいせい

16年
ねん

４

月
がつ

3 0日
にち

貊
きん

まで（土
ど

・日
にち

・

祝日
しゅくじつ

は除
のぞ

きます）

▼申込
もうしこ

み・問合
といあわ

せ＝岸城中学
きしきちゅうがっ

校夜間学級
こうやかんがっきゅう

（薀矍６５５３）



笊
縦
覧
制
度
＝
納
税
義
務
者
の
方
が
他
の
所
有

者
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し
て
、
価
格
（
評
価

額
）
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
、
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に

は
所
在
、
家
屋
番
号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
四
月
一
日
貅
〜
五
月
三
十
一
日

豺
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
※
土
日
祝
日
は
除

く
▼
縦
覧
場
所
＝
課
税
課
固
定
資
産
税
係
▼
縦

覧
で
き
る
方
＝
泉
南
市
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
そ
の
他
＝
▽

印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

笆
閲
覧
制
度
＝
納
税
義
務
者
の
方
が
名
寄
帳
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
他
、
借
地
・
借
家
人
の
方
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
四
月
一
日
貅
以
降
（
土
日
祝
日

は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
閲
覧
場

所
＝
課
税
課
固
定
資
産
税
係
▼
閲
覧
の
で
き
る

方
＝
▽
所
有
者
本
人
及
び
同
居
親
族
の
方
▽
借

地
・
借
家
人
の
方
（
確
認
の
た
め
、
賃
貸
借
契

約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）
▼
そ
の
他
＝
▽

印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
二
九
・
二
三
九
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

3月4日、11日、25日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
家庭児童 
相談室 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

確定申告の申告時期のため 
今月はありません 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

パリの国際写真コンク

ールでの優秀賞をはじ

め、様々なコンテストに

入賞されている写真家・

尾崎真一さん写真展を開

催しています。

▼と　き＝3月11日貅ま

で（24時間オープン）

▼ところ＝関西国際空港

旅客ターミナル２階、北

側多目的カウンター

▼内　容＝受賞作品を含

む、大阪・泉州地区の自

然や祭り等

▼入場料＝無料

▼問合せ＝関西国際空港

譁広報グループ（薀碚２

２０１）

関空２期空港島現場見学
ツアー
専用バスを使って、関

空2期工事の壮大なスケ

ールを体験できる見学ツ

アーに参加しよう。

▼運行日＝毎週火、木、

土、日曜日（第2、4日曜

日は運休します）

▼所要時間＝約60分間

▼参加費＝無料

▼申込み・問合せ＝午前

9時半～午後5時に、2期

工事見学ホール案内室

（薀碚４０４０）

シリーズ：関西国際空港情報NO.46

尾崎真一さんの写真展尾崎真一さんの写真展「「四季物語四季物語」」

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援
助
費
を
申

請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方
の
後
期
分
の
支

給
日
は
三
月
十
一
日
貅
で
、
申
請
者
指
定
の
金

融
機
関
へ
振
込
に
て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
七
）

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業
者
及
び
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
、
公
務
員
等
の
退
職
者
を
対
象
に
、
健

康
で
安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
医
療
制
度

で
す
。
そ
の
運
営
に
係
る
経
費
は
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
の
保
険
税
や
国
庫
負
担
金
、
府
・
市

補
助
金
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け

が
で
治
療
を
受
け
ら
れ
た
時
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
総
額
を
所
得
や
世
帯
数
に
応
じ
て
按
分
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
医
療
費
が
高
額
に
な
れ
ば
、
最
終
的
に

は
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
支
払
う
保
険
税
に
も

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
に
は
、
二
・
四
人
で
高
齢
者
一

人
を
支
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
今
後
さ
ら
に

医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
ご
自
分
の
健
康
に
は
気
を
配

り
、
生
活
習
慣
等
を
改
善
す
る
な
ど
し
、
健
康

維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三

八
〇
）

学
生
の
皆
さ
ん
も
二
十
歳
に
な
る
と
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
生
の
間
、
国
民
年
金
に
未
加
入
の
場

合
、
老
後
に
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額

受
給
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
に
よ
っ
て
重
度
の
障
害
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
年
金

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
金
手
帳
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
共

済
組
合
の
各
制
度
共
通
で
使
え
、
就
職
の
と
き

に
就
職
先
の
事
業
所
な
ど
に
年
金
手
帳
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
歳
以
上
の

方
で
、
ま
だ
年
金
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

国
民
年
金
に
未
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
今

す
ぐ
、
国
保
年
金
課
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

自
ら
理
容
院
、
美
容
院
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
、
当
該

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
理
容
・
美
容
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
い
た
だ
け
る
理
美
容
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
登
録
事
業
者
に
は
、
訪
問
一
回

に
つ
き
、
交
通
費
、
準
備
費
等
の
経
費
と
し
て

三
〇
〇
〇
円
を
お
支
払
い
し
ま
す

▼
登
録
資
格
＝
保
健
所
よ
り
営
業
確
認
書
の
交

付
を
受
け
、
現
在
泉
南
市
内
に
お
い
て
理
容
ま

た
は
美
容
所
を
営
業
し
て
い
る
方
で
、
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
、
理
美
容
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可

能
な
事
業
者
▼
申
込
み
＝
三
月
八
日
豺
〜
三
月

十
九
日
貊
※
受
付
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
十
五
分
（
但
し
、
三
月
十
九
日
貊
は
午
後
一

時
ま
で
）
に
登
録
申
請
用
の
印
鑑
を
持
参
し
、

高
齢
障
害
福
祉
課
へ
▼
そ
の
他
＝
▽
三
月
十
九

日
貊
午
後
一
時
半
か
ら
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
平

成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
家
電
四
品
目
（
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
）
に
冷
凍

庫
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

清
掃
課
で
は
四
月
一
日
以
降
、
冷
凍
庫
に
つ

い
て
も
収
集
・
処
分
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
回
収
・

処
分
は
小
売
店
等
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
小

売
店
が
廃
業
等
で
存
在
し
な
い
場
合
や
引
っ
越

し
等
で
遠
方
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
の
許
可
業

者
ま
た
は
収
集
運
搬
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
不
法
投
棄
の
な
い
美
し
い
町
・
泉
南
市
の

実
現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）
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nf ormat i
i

o n
就
職
予
定
の
学
生
の
皆
さ
ん

年
金
手
帳
は
お
持
ち
で
す
か

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
登
録
を
受
付

国
民
健
康
保
険
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

後
期
分
を
支
給
し
ま
す

冷
凍
庫
も
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
と
な
り
ま
す

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



sennan.osaka.jp/

）
の
施
設
情
報
「
図
書
館
」

か
ら
「
蔵
書
検
索
」
に
お
入
り
い
た
だ
く
と
検

索
用
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

以
降
は
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
お
進
み
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

家
族
や
知
人
等
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
三
月
十
七
日
貉
〜
三
月
二
十
三
日
貂

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
四
天
王
寺

境
内
・
亀
の
池
南
側
「
が
ら
ん
回
廊
北
側
」（
大

阪
市
天
王
寺
区
）
▼
交
通
＝
最
寄
駅
（
Ｊ
Ｒ
天

王
寺
駅
・
地
下
鉄
天
王
寺
駅
か
四
天
王
寺
前
夕

日
ヶ
丘
駅
）
▼
そ
の
他
＝
特
別
相
談
所
開
設
期

間
以
外
は
、
大
阪
府
警
察
本
部
鑑
識
課
内
に
行

方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
を
常
設
し
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
（
月
〜
金
曜
日
）
▼
問
合
せ
＝

泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を

持
っ
て
育
て
、
正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）

13

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で
す

行
方
不
明
者
を
捜
す
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 琅 瑯 琥 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 瑙 瑁
瑜 筱 筬 筮 瑪 瑶 瑾
璋 箜 箚 瓊 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅  

3月1日～4月10日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜筱筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅  

　縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙筧
瑜繚筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

3月1日～4月10日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

3月1日～4月10日・薀祟４３６１ 

平成16年度から市税納付に係る納期前納付報奨金の交付率が次のとお

り変わりますのでお知らせします。

▼問合せ＝納税課（内線235／236）

▼納期前納付報奨金＝個人の市・府民税（普通徴収分）及び固定資産税

（償却資産含む）・都市計画税は、納期が年4回に分かれていますが、第

1期の納期に当該年度の税額を一括して納められます（※これを「前納」

といいます）と納期前納付報奨金が交付されます。

▼報奨金の支払い方法＝全期分前納用納付書により、年税額から報奨金

を差し引いた額で納付することができます。

※注　意＝第1期の納期限を過ぎますと報奨金は交付されません。

【報奨金の計算例】

例・１　年税額10万円　期別税額2万5千円の場合

（旧）25,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝2,750円　報奨金は2,700円

（新）25,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝1,375円　報奨金は1,300円

例・２　年税額200万円　期別税額50万円の場合

（旧）100,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円　報奨金は11,000円

200,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円 報奨金は11,000円　

合計22,000円

（新）100,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円　報奨金は5,500円

200,000円×0.25/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円 報奨金は5,500円　

合計11,000円

※100円未満は切り捨てとなります

※期別税額が30万円を超える部分については計算の対象としません。 

改定前（旧） 

期別税額 

10万円以下 10万円を超え30万円以下 100分の1 100分の0.5

10万円以下 10万円を超え30万円以下 100分の0.5 100分の0.25

期別税額 交付率 交付率 

改定後（新） 

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
要
介
護
認
定
で
自

立
と
判
定
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
方
た
ち
に
、

日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、
み
ん
な
で
食
事
や
ゲ

ー
ム
、
創
作
活
動
を
楽
し
ん
だ
り
、
同
世
代
の

仲
間
と
の
交
流
も
で
き
、
張
り
合
い
の
あ
る
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
は
市
内
に
四
カ
所
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
利
用

方
法
や
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
施
設
に
よ
り
異

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇

四
・
三
〇
七
）

三
月
十
六
日
貂
か
ら
三
月
三
十
日
貂
ま
で
、

蔵
書
点
検
及
び
図
書
の
総
整
理
の
た
め
、
図
書

館
及
び
移
動
図
書
館
か
し
の
き
号
の
運
行
は
お

休
み
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
中
の
図
書
の
返
却
＝
図
書
館
入
り
口
横

に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
※

Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
へ
は
返
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
か

し
の
き
号
の
巡
回
＝
下
記
に
掲
載
の
巡
回
日
程

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

（
薀
祗
７
７
６
６
）

軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
を
売
却
、
譲

渡
、
廃
棄
等
さ
れ
た
方
で
名
義
変
更
、
廃
車
等

の
申
告
が
ま
だ
の
方
は
現
在
も
登
録
さ
れ
て
お

り
、
課
税
は
継
続
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
表
の

区
分
に
よ
り
、
三
月
三
十
一
日
貉
ま
で
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
軽
自
動
車
税

は
自
動
車
税
と
は
異
な
り
、
月
割
課
税
制
度
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
度
途
中
で
廃
車
さ
れ
て

も
、
月
割
り
で
還
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
区
分
＝
笊
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
笆
軽
二
輪
車
・
二
輪
小
型
自
動
車
笳
軽
自

動
車
▼
申
告
の
受
付
場
所
＝
笊
泉
南
市
役
所
課

税
課
市
民
税
係
笆
大
阪
陸
運
支
局
和
泉
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
（
和
泉
市
上
代
町
官
有
地
／

薀
０
７
２
５
矜
３
９
３
０
）
笳
軽
自
動
車
検
査

協
会
大
阪
主
管
事
務
所
和
泉
支
所
（
堺
市
山
田

二
丁
一
九
〇
番
地
の
三
／
薀
０
７
２
・
２
７

３
・
１
５
６
１
）
▼
携
行
品
＝
笊
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
、
販
売
証
明
書
ま
た
は
申
告
済
書
、
印

鑑
笆
笳
に
つ
い
て
は
、
各
申
告
の
受
付
場
所
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ

バ
イ
ク
）
の
盗
難
・
紛
失
に
つ
い
て
＝
警
察
へ

の
被
害
届
と
同
時
に
市
役
所
課
税
課
へ
の
廃
車

届
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
※
盗
難
等
に
よ
る
警
察

か
ら
市
役
所
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
・
二
五
一
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
や
雑
誌
、

Ａ
Ｖ
（
視
聴
覚
）
資
料
の
検
索
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
っ

て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.
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□‥開館日（午前10:00～午後5:00） 
　●‥休館日 鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ルナりんくう 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川集会所前 

青少年センター 

一丘団地 

サンハイツ和泉砂川 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

3月 4月 3月 4月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

3月1日～4月10日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑦ 澡 
⑦ 澡 
① ⑮ 
① ⑮ 
② ⑯ 
② 

澆 
澆 
潺 
潺 
潸 
潸 ⑯ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

－ 
－ 

⑩ 
⑩ 
⑪ 
⑪ 
⑫ 
⑫ 

⑭ 濬 
⑭ 濬 
⑧ 澤 
⑧ 澤 
⑨ 澹 
⑨ 澹 

　笊玳珎玻珀珥
珮笨璢琅瑯琥珸
琲筌筅筵筥筴筧
筰筱筬筮箝箘箟
箍箜箚箋珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅  

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館
が
蔵
書
点
検
等

の
た
め
休
館
し
ま
す

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

薀祟６６４０ 

薀祗４８７９ 

薀祀５０２０ 

薀祀４４６６ 

図
書
館
の
蔵
書
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
ま
す

※4月のかしのき号の巡回については、一部時間変更する場合があります



▼
申
告
受
付
期
間
＝
三
月
十
五
日
豺
ま
で
申
告

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
※
時
間
は
午
前
九
時

〜
正
午
、
午
後
〇
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時
十

五
分
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
▼
申
告
が
必
要
な

方
＝
▽
平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で
泉
南
市

に
住
所
が
あ
り
、
平

成
十
五
年
中
に
所
得

の
あ
っ
た
方
▽
所
得

の
な
い
方
で
、
誰
の

扶
養
親
族
に
も
な
っ

て
い
な
い
方
▼
申
告

の
必
要
の
な
い
方
＝

▽
税
務
署
に
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る

方
▽
給
与
所
得
の
み

の
方
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書

（
年
末
調
整
済
）
が
提
出
さ
れ
る
方
▼
申
告
に
必

要
な
も
の
＝
▽
市
・
府
民
税
申
告
用
紙
▽
印
鑑

（
認
め
印
）
▽
給
与
所
得
の
方
は
源
泉
徴
収
票
、

雇
用
主
の
支
払
証
明
書
、
給
与
明
細
書
等
▽
公

的
年
金
の
方
は
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
▽

事
業
主
の
方
は
収
入
と
経
費
の
わ
か
る
帳
簿
等

▽
各
種
控
除
証
明
書
類
▼
控
除
の
種
類
と
添
付

書
類
＝
▽
社
会
保
険
料
控
除
は
国
民
健
康
保
険

税
（
料
）、
国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等

の
支
払
い
が
分
か
る
も
の
▽
生
命
保
険
料
控
除

（
一
般
・
個
人
年
金
）
は
控
除
証
明
▽
損
害
保
険

料
控
除
（
長
期
・
短
期
）
は
控
除
証
明
▽
医
療

費
控
除
は
領
収
書
▽
障
害
者
控
除
は
手
帳
▽
寄

付
金
控
除
は
受
領
書
▽
雑
損
控
除
は
証
明
書
▼

そ
の
他
＝
▽
平
成
十
五
年
中
に
学
生
、
家
事
手

伝
い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無
収
入
で
あ
っ

た
方
も
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明
の
発
行
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
▽
申
告
は
郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。
郵
送
先

は
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南

市
役
所
課
税
課
市
民
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
▼

問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
五
一
・
二
三
八
）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
希
望
さ
れ
る

住
民
の
方
に
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
電
子
証
明
書
を
発
行
し
、

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
一

月
二
十
九
日
か
ら
電
子
証
明
書
の
発
行
を
市
民

課
の
窓
口
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
電
子
証
明
書
の
発
行
を
申
請
す
る
に
は
＝
電

子
証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
（
現
状
で
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

み
利
用
可
能
で
す
）
と
運
転
免
許
証
等
の
身
分

証
明
書
（
写
真
つ
き
）
を
持
参
し
、
市
民
課
の

窓
口
に
て
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
電

子
証
明
書
の
発
行
手
数
料
は
、
三
月
三
十
一
日

（
発
行
分
）
ま
で
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
※

四
月
一
日
以
降
は
、
一
件
に
つ
き
五
〇
〇
円
が

必
要
と
な
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド)

を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
民
課
で
カ
ー
ド
の
発

行
申
請
（
手
数
料
五
〇
〇
円
）
を
行
っ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
即
日
で
の
カ
ー
ド
発
行

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
▼
利
用
す
る
に
あ
た
り

ご
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の
＝
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
を
ご
自
宅
で
利
用
す
る
た
め
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
、

専
用
ソ
フ
ト
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
。
専
用
ソ
フ
ト
は
電
子
証

明
書
発
行
時
に
市
役
所
に
て
お
渡
し
し
ま
す

（
無
償
）。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
自
身
で
ご
用
意
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
▼
そ
の
他
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
泉

南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.

sennan.osaka.jp/jyoukan/jpki/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
▽
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
全
般
に
つ
い
て
は
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二

八
）
▽
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
市

民
課
（
内
線
二
五
七
）
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市
民
税
・
府
民
税
の
申
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

盧所得税と消費税の

申告と納税はお済み

ですか

笊平成15年分の所得

税の確定申告と納税

は3月15日豺までとな

っています。

笆個人事業者の消費

税、地方消費税の申

告と納税は3月31日貉となっています。

盪納税は安心便利な振替納税をご利用くだ

さい

申告所得税は4月16日貊、消費税・地方消

費税は4月26日豺となっています。

蘯確定申告書の提出は郵送が便利です

確定申告書の提出は、郵送が便利です。

なお、申告書の軆控躱が必要な方は、切手

を貼付した返信用封筒を同封してください。

郵送先は〒598－0021泉佐野市3683－1

泉佐野税務署

盻国税庁のホームページで確定申告書が作

成できます

国税庁のホームページ（http://www.
nta.go.jp）の所得税の確定申告書作成コー
ナーで確定申告書を作成いただくことがで

きます。

眈還付金の受取は銀行口座振込をご利用く

ださい

確定申告書に、本人名義の取引金融機関

名、預金の種類、口座番号をご記入くださ

い。

眇ご注意ください

確定申告書の提出や納税を期限までにし

なかったり、税額を少なく申告していたり

すると、本来の税

額に加算税や延滞

税を納めなければ

ならない場合があ

りますので、ご注

意ください。

▼問合せ＝泉佐野

税務署（薀磆３４

７１）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
し
た

国
民
医
療
費
、
と
り
わ
け
老
人
医
療
費
は

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
老
人

医
療
費
は
国
民
医
療
費
の
三
十
四
％
を
占
め
て

お
り
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
も
医
療
費
の

増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
老
人
医
療
財
政
も
大
変
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

▼
泉
南
市
の
老
人
医
療
費
の
現
状
（
老
人
医
療

制
度
に
よ
る
も
の
）
＝
次
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
老
人
医
療
費
は
社
会
全
体
で
支
え
て
い
ま

す
＝
老
人
保
健
制
度
で
医
療
機
関
等
に
受
診
し

た
場
合
、
受
給
者
の
方
は
か
か
っ
た
費
用
の
一

割
（
一
定
以
上
所
得
者
は
二
割
）
を
一
部
負
担

金
と
し
て
支
払
う
だ
け
で
す
み
ま
す
。
残
り
は

国
や
大
阪
府
、
泉
南
市
の
公
費
と
会
社
等
の
健

康
保
険
が
拠
出
金
と
し
て
出
し
合
っ
た
お
金
で

支
弁
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
支
払
っ
た
金
額
の
何
倍
（
入
院
分
で
は

何
十
倍
）
も
の
金
額
が
老
人
保
健
か
ら
支
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
お
金
は
皆
さ
ん
の
こ
ど

も
や
孫
と
い
っ
た
若
い
世
代
の
人
た
ち
も
保
険

料
な
ど
を
負
担
す
る
こ
と
で
支
え
合
っ
て
い
る

の
で
す
。
泉
南
市
で
は
、
こ
の
一
部
負
担
金
以

外
の
支
弁
に
毎
月
約
四
億
円
を
支
出
し
て
い
ま

す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
皆
さ
ん
も
医
療
費
を

大
切
に
し
、
う
ま
く
医
療
機
関
を
利
用
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
上
手
に
受
診
す
る
こ
と
が
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
り
ま
す
＝
医
療
費
を
抑
え
、
大
切
に
す

る
に
は
、
ま
ず
各
人
が
医
療
費
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
ご
自
分
の
健
康
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
を
確
立
す
る
た
め
に
、
健
康
教
室
に
参

加
す
る
な
ど
し
、
健
康
増
進
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
た
り
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
受
診
す
る
際

に
も
、
一
つ
の
病
気
で
何
人
も
の
医
師
に
か
か

る
重
複
受
診
を
す
る
の
で
は
な
く
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
ち
、
普
段
か
ら
病
気
や
健
康
に
つ
い

て
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
、
治
療
内

容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
が
あ
れ
ば
申
し
出

等
を
し
、
納
得
の
い
く
医
療
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

老
人
医
療
費
の
現
状
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

～学年解体コース別学習～
鳴一タイムは、毎週水曜日の５時間目に２年生から６年

生の子どもたちが学年の枠を超え、異年齢集団を形成し、
学習を進めていく鳴滝第一小学校独自の取り組みです。『漢
字』・『朗読』・『計算』の３つのコースから子どもたち
は「自分にあったコースを自分で選び」、「学習の計画を自
分で立て」、「最後までやりきる」ことを原則にして展開し
ています。
年間を通して１つのコースに固定するのではなく、２ク

ールにわけて一年間に２つのコースが体験できるようにし

ています。子どもたちには『学び方を学ばせる』『他者から
の評価、自己評価を大切にする』ことを目的に、子どもた
ちはそれぞれのコースで自ら課題を見つけ、学習の方法を
考え、自力解決を目標に取り組んでいます。
学習の最後にはゲームなどを取り入れた『漢字まつり』

や『計算コースに挑戦』、保育所・幼稚園での『絵本の読み
聞かせ』と発信する機会を設けています。保護者にも参加
していただき、意見や感想なども参考にし、さらに充実し
たものにしていきたいと考えています。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

みんなで学ぶといいカンジ！ 自分もみんなも楽しもう すばやく正確、たのしく計算

48億6,865万円 

52億7,737万円 

50億9,868万円 

51億5,066万円 

53億3,358万円 

971,398円 

1,002,730円 

922,338円 

882,568円 

864,579円 

942,135円 

977,408円 

900,750円 

892,966円 

862,546円 

※平成12年は介護保険制度の開始により、医療費の一部が移行したため減少 



市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料

の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
内
線
三
六
一
）

野
焼
き
は
、
ば
い
煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、

悪
臭
や
有
害
物
質
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発

生
の
原
因
と
も
な
り
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
建
設
廃
材
等
は
産

業
廃
棄
物
と
し
て
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）

清
掃
課
で
は
、
資
源
の
有
効
な
活
用
と
リ
サ

イ
ク
ル
社
会
の
構
築
を
目
的
に
、
平
成
四
年
か

ら
各
公
民
館
等
に
お
い
て
、
牛
乳
パ
ッ
ク
と
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
交
換
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対

す
る
意
識
の
定
着
等
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
十
六
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
集
団
回

収
や
廃
品
回
収
、
各
公
民
館
の
ボ
ッ
ク
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
く
等
、
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）
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盧市町村合併の進捗状況
泉州南合併協議会では、3市2町が行っ

ている事務事業（行政制度）を協議調整
するにあたって、次の基本方針を勘案し、
協議調整することが承認されました。
笊一体性確保の原則＝新市に移行する
際、住民生活に混乱をきたすことがあっ
てはならない。特に住民票等の各種証明
書の発行や各種申請書の手続き、保健・
福祉サービスや各種施設の利用など、住
民生活に直接関わる事項については、支
障が生じないよう速やかな一体性の確保
に努めるものとする。
笆市民福祉向上の原則＝現在3市2町で行
っている各種の行政サービスにおいて、
そのサービスに差異があるもについて
は、現行のサービスの水準を勘案し、総
合的な観点から調整するものとする。
笳負担公平の原則＝地方税や保険料・使
用料などの住民が直接負担するもについ
ては、負担公平の原則に立ち、住民に不
公平感を与えないように十分配慮し、調
整に努めるものとする。但し、新市の移
行期において負担の急激な変化の生じる
ものについては、緩和策等を考慮するも
のとする。
笘健全な財政運営の原則＝事務事業の一
元化を図る際には、後年度以降の負担も
考慮し、健全な財政運営に努めるものと
する。
笙行政改革推進の原則＝行政改革の視点
にたって調整に努めるものとする。
笞適正規模準拠の原則＝新市の規模に見
合った事務事業の見直しに努めるものと
する。
盪基本協定項目
泉州南合併協議会において協議・調整

される項目及び協議・調整結果について
お知らせします。
笊合併の方式＝合併の方式には「新設合

併」と「編入
合併」の２つ
の形態があり
ます。新設合
併は、合併す
るすべての市
町村を廃し、
新たに一つの
市を置く場合
をいい、編入
合併は、一つ

の市、町の行政区域に別の市、町を加え
る場合をいいます。合併に際し、いずれ
の方式によるかは協議が必要であり、泉
州南合併協議会では、協議の結果、合併
の方式としては「新設合併」とすること
が承認されました。
笆合併の期日＝合併の期日については、
法律上の規定はありません。但し、住民
の合意形成、事務事業の調整、合併の手
続きの他、合併特例法の適用期限を考慮
した協議が必要です。泉州南合併協議会
では、協議の結果、合併の期日としては
「平成17年9月を目標とする」ことが承認
されました。
笳新市の名称＝新市の名称については、
合併の方式により取り扱いが異なりま
す。新設合併の場合は、関係市町村がす
べて廃されるので、新しい市の名称を協
議し決定する必要があります。編入合併
の場合は、編入する市町の名称とするこ
とが多くなっていますが、新たに制定す
ることも可能です。新市の名称を新たに
制定する場合は、最近の先行都市の事例
では、そのほとんどが公募による方法を
採用しています。泉州南合併協議会では
協議の結果、「新市の名称は公募する。
公募の方法等は小委員会で検討し、協議
会において決定する」ということが承認
されました。
笘新市の事務所の位置＝編入合併の場合
には、通常は編入する市町の事務所の位
置になりますが、新設合併の場合には、
新たに事務所の場所を定めなければなら
ないため、協議が必要です。新市の事務
所の位置を定めるにあたっては、住民の
利用に最も便利であるように、交通の事
情、他の官公署との関係について適当な
考慮を払わねばならないと法に規定され
ており、また新庁舎建設の是非及び時期、
旧事務所の活用方法に方向性を検討する
必要があります。泉州南合併協議会では、
協議の結果、「新市の事務所の位置は、
小委員会で検討し、協議会において決定
する」ということが承認されました。
笙財産の取り扱い＝財産及び債務の取り
扱いについては、合併にあたって合併関
係市町村が所有する財産及び債務はすべ
て新市に引き継ぐことが原則的な考えと
なっていますが、その帰属、管理等につ
いては協議が必要です。
▼問合せ＝政策推進課（内線287・349）

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
交
換
を
終
了
し
ま
す

み
ん
な
が
迷
惑

あ
な
た
の
野
焼
き

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

災
害
を
受
け
た
市
民
の
方
々
を
救
済
す
る
目
的

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
加
入
率
の

低
下
、
民
間
保
険
や
共
済
制
度
の
充
実
・
普
及

等
、
保
険
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
事
業
と
し
て
実
施
す

る
必
要
性
が
薄
れ
、
本
事
業
の
役
割
は
終
了
し

た
も
の
と
し
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

但
し
、
現
在
ご
加
入
の
方
で
平
成
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
の

保
険
請
求
は
、
交
通
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
二

年
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
従
来
ど
お
り

市
役
所
・
環
境
整
備
課
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
代
わ
る
も
の
の
一
つ

と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
同
様
の
制
度
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、
大
阪
市
民
共
済
生
活
協
同

組
合
の
交
通
災
害
共
済
が
あ
り
ま
す
。

大
阪
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
は
、
万
一
の

災
害
に
備
え
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、

安
い
掛
け
金
で
年
齢
に
関
係
な
く
、
気
軽
に
加

入
で
き
る
共
済
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
内
に
在
住
の
方
で
あ
れ

ば
誰
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
共
済
内
容
＝
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
共
済

期
間
は
掛
け
金
の
払
い
込
み
が
あ
っ
た
日
の
翌

月
の
一
日
か
ら
一
年
間
で
す
。
但
し
、
払
い
込

み
日
の
翌
日
か
ら
当
月
末
日
ま
で
の
事
故
も
対

象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
出
資
金
一
〇
〇
円
（
一

回
限
り
）
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
み
＝
広
報
せ
ん
な
ん
三
月
号
（
四
七
に

折
り
込
み
の
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
便
局
ま
た
は
り
そ
な
銀
行
で
払
い
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
手
数
料
は
無
料
で
す
）

▼
そ
の
他
＝
大
阪
市
民
共
済
で
は
、
火
災
共
済

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
※
申
込
書
の
裏
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
大
阪
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

（
薀
06
・
６
２
０
３
・
７
０
７
３
）

1月21日貉～1月22日貅に開催されました平成16年第

1回泉南市議会臨時会において、市議会議長をはじめ

とする選挙が行われた結果、新しい議長に堀口武視
ほりぐちたけし

さ

ん（緑風会
りょくふうかい

）、副議長に井原正太郎
いはらしょうたろう

さん（公明党
こうめいとう

）、監

査委員に島原正嗣
しまはらまさし

さん（グループ泉南）がそれぞれ選

出されました。

また、右表のとおり各委員会委員の構成が決まりま

したのでお知らせします。（敬称略）

▼問合せ＝議会事務局（内線２０９）

議　長

堀口武視さん

副議長

井原正太郎さん

監査委員

島原正嗣さん

議長 副議長 堀口武視 井原正太郎 監査委員 島原正嗣 

委員会名 委　　員 委員長 副委員長 

総務文教 
常任委員会 

厚生消防 
常任委員会 

産業建設 
常任委員会 

空港問題 
対策特別 
委員会 

議会運営 
委員会 

南　良徳 西浦　修 
前田千代子 

松本雪美 

奥和田好吉 

島原正嗣 

谷　外嗣 

巴里英一 

北出寧啓 中尾広城 
井原正太郎 

真砂　満 

大森和夫 

藪野　勤 

堀口武視 

上山　忠 竹田光良 

東　重弘 西浦　修 

広域合併 
問題対策 
特別委員会 

巴里英一 真砂　満 

真砂　満 市道浩高 

東　重弘 

角谷英男 

市道浩高 

成田政彦 

稲留照雄 

竹田光良 前田千代子 谷　外嗣 

上山　忠 

成田政彦 

稲留照雄 

藪野　勤 

島原正嗣 

中尾広城 大森和夫 市道浩高 

奥和田好吉 

南　良徳 

松本雪美 

角谷英男 

北出寧啓 

井原正太郎 中尾広城 大森和夫 

谷　外嗣 

巴里英一 

南　良徳 堀口武視 

泉
南
市
市
民
交
通
傷
害

保
険
を
廃
止
し
ま
す

大
阪
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

の
交
通
災
害
共
済
制
度

3,000円 

2,000円 

450万円 

300万円 

800円 

400円 

100万円 2万円～24万円 

1万円～12万円 50万円 

通院1日1,500円 
入院1日4,500円/最高81万円 

通院1日1,000円 
入院1日3,000円/最高54万円 



国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
が
、
い
ざ
っ
と
い
う
時
に
経
済
的
に
心

配
な
く
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
お
金
（
保
険
税
）
を
出
し
合
い
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
制

度
で
す
。

▼
国
保
の
被
保
険
者
＝

職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
以
外
は
す
べ
て

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
の
は
＝

▽
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営
業
者
▽
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
方
で
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
▽
農
業
や

漁
業
を
営
ん
で
い
る
方
▽
退
職
し
て
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
方
（
任
意
継
続
し
て
い
る
方

は
除
く
）
▽
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、

日
本
に
一
年
以
上
滞
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※
国
保
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一

人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
、
世
帯
単
位
で
の
加

入
と
な
り
ま
す
▼
国
保
に
加
入
す
る
時
＝
会
社

を
や
め
た
時
等
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら
、
国
保

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
日
や
生
活
保
護
を
受

け
な
く
な
っ
た
日
、
子
ど
も
の
出
生
日
等
に
よ

り
国
保
へ
の
加
入
資
格
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
場
合
は
、
必
ず
十
四
日
以
内
に
国
民
健
康

保
険
の
窓
口
で
加
入
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
※
退
職
後
も
職
場
の
健
康
保
険
を
継
続
（
任

意
継
続
）
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当

該
健
康
保
険
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
正
し
く
加

入
し
ま
し
ょ
う
＝
「
病
気
を
し
な
い
か
ら
加
入

し
な
い
」
や
「
病
気
に
な
っ
た
ら
加
入
し
よ
う
」

等
で
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
資
格
が
発

生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
期
間
は
保
険

で
の
医
療
費
負
担
も
原
則
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
、
負
担
も
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内

線
二
九
一
・
三
八
〇
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
イ
オ
ン
対
策
相
談
室

を
開
設
し
ま
し
た
。
イ
オ
ン
出
店
に
対
応
す
る

た
め
、
経
営
の
強
化
を
図
り
た
い
。
こ
の
機
会

に
事
業
の
体
質
改
善
を
図
り
た
い
等
、
経
営
や

融
資
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
の
先
生
に
よ
る
指
導
（
要
予
約
）

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）
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商
業
者
の
方
を
対
象
に

相
談
室
を
開
設
し
ま
す

み
ん
な
で
支
え
合
う

国
民
健
康
保
険

盧迷わず110番通報を！

▽こどもの安全が気になる
とき▽自分のこどもでもよ
そのこどもでも▽こどもへ
の危険を感じたら
特に4歳未満のこどもの

頭、腹、局所への暴力は不
慮の死につながります。必
ず通報するようにしてくだ
さい。通報者のプライバシ
ーは固く守られます。また、
チャイルドレスキュー110
番でも虐待に関する通報を
受け付けています。
チャイルドレスキュー110

番は▼平日の午前9時～午
後 5 時 4 5 分 （ 薀 0 6 －
6722－7076）
▼平日の時間外、土日祝日
（薀06－6945－1321）

盪こんな時もお電話を！

▽あの子大丈夫かな？あそ
この家族、しんどそうだな。
もしかしたら‥と気がかり
な時▽どうしようもなく
‥。気がつかないうちに‥
こどもを殴ってしまう▽こ
どもに対する腹立ち、子育
てによるいらだちが大きく
てしんどい。怒りだしたら
止まらない。そんな自分が
情けない。
蘯勇気をもって相談を！

虐待というとすごく悪い
ことをしているような気が
するかもしれません。しか
し、実際には誰にでも起こ
りうる可能性があることな
のです。
子育てをしている方を責

めたり、子育てのしんどさ
を自分一人で抱え込まない
でお電話ください。
▼問合せ＝▽泉南市役所児
童福祉課・家庭児童相談室
（薀祟０００１・内線325）
▽大阪府岸和田こども家庭
センター・虐待対応課（薀
砌３９７７）

泉南市では、昨年10月に泉南市児童虐待防止ネット

ワークを設置しました。このネットワークは、泉南市

及び地域の14関係機関により構成され、事務局を市役

所児童福祉課に置き、虐待防止に関わる機関が共通の

認識を持ち、情報の共有・交換等、連携を深めること

で迅速適切に対応することを目的としています。

そして、泉南市児童虐待防止ネットワークの愛称が

「あゆみネット」です。あゆみネットには、「家族と共

に歩む。保護者、こども、周囲の人々が歩み寄る。」こ

のような願いが込められています。それでは、ここで

あゆみネットの窓口をご紹介します。

印
鑑
証
明
は
、
泉
南
市
に
登
録
さ
れ
た
個
人

の
印
鑑
（
印
影
）
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
印
鑑
証
明
は
個
人
が
社
会
生
活
の
中
で
必
要

に
な
る
種
々
の
手
続
き
や
法
律
行
為
に
用
い
ら

れ
、
特
に
資
産
の
処
分
や
融
資
の
手
続
き
に
は

欠
か
せ
な
い
な
ど
、
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
市
で
は
印
鑑
登

録
申
請
の
取
扱
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た

方
自
身
も
、
登
録
し
た
印
鑑
（
実
印
）
や
印
鑑

登
録
証
（
登
録
済
を
証
明
す
る
カ
ー
ド
）
の
保

管
に
は
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
を
本
人
が
申
請
す
る
場
合
＝
官
公

署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
、
ま

た
は
、
印
鑑
登
録
す
る
人
を
市
内
在
住
の
す
で

に
印
鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
（
二
十
歳
未
満

の
人
は
除
く
）
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証

す
る
こ
と
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
所
定
の
保
証
書
（
登
録

印
鑑
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が
な
い
場
合
及
び
保

証
人
が
い
な
い
時
は
、
本
人
の
意
思
確
認
を
す

る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地
宛
に
送
付

し
ま
す
。
照
会
書
が
届
い
て
か
ら
所
定
の
期
日

内
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
本
人
が
自

署
、
及
び
登
録
申
請
す
る
印
鑑
を
押
印
し
た
委

任
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
十
五
歳
未
満
の

人
は
代
理
人
に
な
れ
ま
せ
ん
）。
申
請
後
、
本
人

の
意
思
確
認
の
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所

地
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
照
会
書
が
届
い
て

か
ら
所
定
の
期
日
内
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録

証
を
交
付
し
ま
す
▼
未
成
年
者
が
印
鑑
登
録
申

請
す
る
場
合
＝
父
母
（
ど
ち
ら
か
一
方
）
の
同

意
書
（
登
録
印
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で

す
。
な
お
、
十
五
歳
未
満
及
び
成
年
被
後
見
人
、

ま
た
は
成
年
被
後
見
人
と
み
な
さ
れ
る
人
は
印

鑑
登
録
で
き
ま
せ
ん
▼
本
人
が
印
鑑
証
明
を
申

請
す
る
場
合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
及
び
必
要
枚
数
を
記

入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
▼
代
理
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る

場
合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
印
鑑
登
録
者
及
び

代
理
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

必
要
枚
数
を
正
確
に
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録

証
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

市
役
所
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付
機

を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外
の

休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

但
し
、
利
用
す
る
に
は
、
本
人
が
暗
証
番
号

を
届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録
を
し

て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
官
公
署
発
行
の
写
真

の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
等
）
が
あ
る
場
合
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
※
毎
月
第

三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）
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笊防犯ブザーの貸与

泉南市内全小学生児童、全中学生

女子生徒を対象に防犯ブザーの貸

与を実施しました。登下校時は

もちろんのこと、日常生活の中

でも危険を感じる時には活用

するよう、指導を行っていま

す。

笆こども安全パトロール員の募

集（４月実施予定）

これは、パトロール員の方々に子

どもたちの登下校時に通学路や危険な箇所に

立っていただき、あいさつや声かけなど、子ど

もたちを見守っていただくボランティア活動

です。また、現在泉南市内全学校の通

学路と危険箇所を示した地図を作

製中です。

笳あんしんネットの構築（３月

稼働予定）

不審者等の情報を協力者に対

して、携帯電話のeメールを活

用して情報発信するシステムで

す。

※地域ぐるみで子どもの安全を守るた

め、市民の皆さまのご理解とご協力をお願い

します。

印
鑑
証
明
の
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

住
民
票
等
は
休
日
で
も

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

最近、児童・生徒等、子どもを狙った事件や犯罪が多発しています。泉南市においても、女子

中学生に触れて逃げる黒いバイクの不審者や小学生の後をしつこくつけ回す不審な自動車、市職

員をかたって電話番号を聞き出す不審な電話等が発生しています。

泉南市では、「地域ぐるみでこどもを守るネットワークづくり」の一環として次の笊～笳の施

策を実施します。 ▼問合せ＝指導課（内線２７７）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 
子宮がん検診 
健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア　 
　　破傷風　 
　　百日せき）　 

麻しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

平成15年11月29日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成16年度（平成16年4月以降）については、4月に発行する保健センター 
年間行事予定表をご確認ください。 
お問い合わせは、保健センター（薀祗７６１５） 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

笊３月３日貉 
笆４月７日貉 

笊平成15年10月生 
笆平成15年11月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

３月24日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年８月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

３月10日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年８月生 

３月18日貅 
午後１時～１時半 平成14年２月生 

３月25日貅 
午後１時半～２時 平成13年８月生 

歯みがき教室 ３月25日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年１月生 
平成14年７月生 

３月26日貊 
午後１時半～２時半 
３月３日貉ツベルクリン反応検査 
３月５日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生） 
の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際は軆さわやかバス躱をご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ1歳3か月までに 
済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
３月11日貅・ラリーズ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

4月12日豺、19日豺、 
23日貊、5月7日貊、 
17日豺、28日貊 
午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

４月19日豺 
午後１時～３時 

３月16日貂 
３月23日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ３月５日貊 乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

６日間で１コース。内容は助産師講義、マタニティ 
体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育・栄養・歯）、 
沐浴、リトルままサロン。 
できるだけ5か月以降の安定期にご参加ください。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

（２００４.３） 
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▼
と
き
＝
三
月
十
六
日
貂
、
三

月
二
十
三
日
貂
午
後
一
時
半
〜

二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十

三
歳
未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま

だ
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
▼
費
用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
四
月
二
日
貊
、
四
月

二
十
一
日
貉
午
後
一
時
半
〜
二

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
▽
第
一
期
は
三
歳

〜
七
歳
六
か
月
▽
第
二
期
は
九

歳
〜
十
三
歳
未
満
▽
第
三
期
は

十
四
歳
〜
十
六
歳
未
満
▼
予
防

接
種
の
受
け
方
＝
▽
第
一
期
の

初
回
接
種
は
約
一
〜
四
週
間
隔

で
二
回
、
追
加
接
種
は
初
回
接

種
終
了
後
、
約
一
年
後
に
一
回

▽
第
二
期
・
第
三
期
は
対
象
年

齢
内
に
各
一
回
▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
四
月
か
ら
、
妊
娠
期
か
ら
の

母
親
の
仲
間
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
に
、
両
親
教

室
の
内
容
を
見
直
し
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
だ
ま
り
と

の
共
催
で
、
リ
ト
ル
ま
ま
教
室

を
開
始
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
二
日
豺
、
四

月
十
九
日
豺
、
四
月
二
十
三
日

貊
、
五
月
七
日
貊
、
五
月
十
七

日
豺
、
五
月
二
十
八
日
貊
の
午

後
一
時
〜
※
六
日
間
で
一
コ
ー

ス
▼
内
容
＝
助
産
師
に
よ
る
講

義
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
操
、
手
作

り
お
も
ち
ゃ
、
個
別
相
談
（
保

育
、
栄
養
、
歯
）、
沐
浴
、
リ
ト

ル
ま
ま
サ
ロ
ン
等
▼
対
象
＝
妊

婦
と
そ
の
家
族
※
な
る
べ
く
五

か
月
以
降
の
安
定
期
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
一
五
組

（
要
予
約
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
で
は
、
平
成
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
保
健
所
支
所
を

本
所
に
統
合
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
大
阪
府
泉
佐
野
保
健
所

尾
崎
支
所
（
尾
崎
府
民
健
康
プ

ラ
ザ
）
は
、
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所
（
本
所
）
に
統
合
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
尾
崎
支
所
で
行

っ
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
泉
佐
野
保
健
所
で
行

い
ま
す
。
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、

尾
崎
支
所
管
内
地
域
の
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
泉
佐
野
保

健
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所

（
薀
磆
７
７
０
１
／http://w

w

w
.pref.osaka.jp/izum

isanoh

oken/

）
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大
阪
府
泉
佐
野
保
健
所

尾
崎
支
所
を
統
合
し
ま
す

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

の
予
防
接
種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す

両
親
教
室
が
リ
ト
ル
ま
ま

教
室
に
変
わ
り
ま
す

▼とき・ところ＝次表をご参照くださ
い▼費用＝▽注射料金は2,650円▽注射
済票交付手数料は550円▽登録手数料
は3,000円（平成7年4月以降に飼犬登録
をされた方は不要です）▼携行品＝注
射済票交付手数料領収書用紙（事前に
郵送します）、死亡届、変更届も受付
します▼その他＝▽開始時間が遅れる

場合があります▽雨
天等で中止になる場
合があります▽注射
会場には犬を十分に
制御できる方がお連
れください▼問合
せ＝保健センター
（薀祗７６１５）

4月2日貊 

10:00～10:45

11:00～11:30

13:30～14:00

14:15～14:45

15:00～15:20

男里老人集会場駐車場 

馬場老人集会場 

幡代老人集会場 

岡中朝日山住宅入口 

4月5日豺 

10:00～10:45

11:00～11:30

13:30～14:30

浜区民センター 

樽井小学校正門前 

樽井公民館 

岡中老人集会場 

10:00～10:45

4月6日貂 
11:00～11:30

13:30～14:30

14:45～15:00

渚団地公園 

西信達公民館 

4月7日貉 
10:00～10:20

10:35～11:30

兎田青年会館 

東和苑公園前 

吉見・岡田住宅集会場 

人権ふれあいセンター裏駐車場 

4月7日貉 
13:30～14:50

15:00～15:40

10:00～10:35

10:45～11:15

11:30～11:45

新家公民館 

新家幸徳大橋北側 

大苗代老人集会場 

市場敬老会館 

4月8日貅 
13:30～14:00

14:15～14:30

14:45～15:15

図書館駐輪場 

十二本松遙拝所 

信達公民館 

市場大発団地公園 

9:45～10:00

4月9日貊 
10:20～11:40

13:30～14:10

14:15～15:45

新家八幡山団地入口 

府警団地集会場 

4月11日豸 10:00～12:00 保健センター 

砂川集会場 

東信達（金熊寺）老人集会場 

※犬は十分に制御できる方がお連れください 
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泉南の名物を創ろう！を合い言葉に、泉南市生涯学習まちづくり実行委員会と岡田浦漁協が共催で、
第1回泉南凧たこフェスティバルを開催。会場となったりんくう南浜公園では強風の中、手作り和凧
や連凧、五畳程もある大凧の凧揚げ大会が行われました。また、地元岡田浦漁港で水揚げされた新鮮
な蛸料理（天ぷら、蛸めし）やアナゴの天ぷら、じゃこエビの素揚げ等の格安販売、シラス汁の無料
配布コーナーには、泉南の味覚を味わおうと長蛇の列ができていました。 （1月25日）

楽しみ・味わおう！泉南名物
泉南凧たこフェスティバル

泉南市では、市民の皆さんに環境への関心を高め、
環境にやさしい生活に理解を深めてもらおうと３年
前から環境実践アイデアを募集しています。そして、
今年は、大賞に尾屋明子

お や あ き こ

さん（廃油からの石鹸づく
り）、優秀作に家本智美

いえもとともみ

さん（日常の家事の中で実践
できる環境にやさしい配慮）、佳作に松坂嘉治

まつさかよしはる

さん
（自動車の省燃費アイデア）、山本璋

やまもとあきら

さん（自家用の
太陽光発電装置）がそれぞれ選ばれ、向井市長から
賞状と記念品が贈られました。 （１月28日）

身近なことから、できることから‥
第３回泉南市環境実践アイデア大賞

10

ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。
また、視聴できない地域があり
ますのでご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は11:00～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は16:00～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は0:00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

3月9日貂 
　　～ 
3月22日豺 

泉南中央ライオンズクラブCN35 
周年記念事業として、文化ホール 
で開催された市民ふれあい音楽祭 
の様子を紹介します。 

3月23日貂 
　　～ 
4月5日豺 

2月28日、長慶寺において開催された 
第2回消防フェアーの様子と3月7日に 
青少年の森で実施された林野火災総合 
消防訓練の様子を紹介します。 

2月24日貂 
　　～ 
3月8日豺 

金熊寺の梅林が見頃を迎えています。 
今回は金熊寺ブランドとして、良質を 
喜ばれている梅干し・梅酒の仕込みの 
様子と梅林を支える人々を紹介します。 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
中
で
す
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第33回泉南市総合体育大会の各種目別優勝チーム、優勝
者（チーム・個人）をお知らせします。
【団体の部】

▼卓球（一般＝Ａチーム）▼ソフトボール（一般男子＝レジ
ェント、同女子＝オールオオサカ、壮年男子＝シニアセレク
ターズ）▼バレーボール（家庭婦人＝信達、中学女子＝信達
中学校、一般男子＝Ａチーム、学童＝レッドウィングス）▼
バドミントン（一般＝泉南Ａ）▼少林寺拳法（演武高学年＝
一丘道院
いちおかどういん

Ａ、同低学年＝一丘道院Ａ）▼軟式野球（一般Ａ
級＝泉南市役所、同Ｂ級＝スラッシュ、一般Ｃ級＝ナンセン
ス、中学男子＝一丘中学校、学童＝信達クーガーズ、ジュニ
ア＝樽井ファミリーズ）▼サッカー（学童高学年＝Ｃチーム、
同低学年＝Ａチーム、中学男子＝信達中学校）
【個人の部】

▼ソフトテニス（学童Ａ＝瓜生祥子
うりゅうしょうこ

・北野恵梨奈
き た の え り な

、同Ｂ＝
上拾石愛美
かみじゅこくめぐみ

・小山知香
こ や ま ち か

、一般男子＝生田光紀
いく た み つ き

・向井弘
むかいひろし

、壮年

男女＝打田正明
うちだ ま さ あ き

・長谷川典宏
は せ が わ み ち ひ ろ

、一般女子Ａ＝
向真由美
むかい ま ゆ み

・向良子
むかいよしこ

、同Ｂ＝西野早苗
にしの さ な え

・狩野典子
かりの の り こ

）▼テ
ニス（一般男子Ｄ＝角谷当弘

つのやまさひろ

・高森明
たかもりあきら

、同女子Ｄ＝
南弘子
みなみひろこ

・三木志保美
み き し ほ み

、同男子Ｓ＝小橋邦彦
こばしくにひこ

）▼卓球
（一般男子Ａ組＝稲谷茂雄

いなたにしげお

、同女子Ａ組＝下薗
しもぞの

優貴
ゆ き

、
同女子Ｂ組＝森田

もりた

フミ子）▼トランポリン（幼児Ａ＝
上ノ山裕佳
うえのやまゆうか

、同Ｂ＝村田祥太郎
むらたしょうたろう

、個人Ａ＝山口愛花
やまぐちあいか

、
同Ｂ＝大西香那

おおに し か な

、同Ｃ＝堀中瑞希
ほりなかみずき

、同Ｄ＝川村優
かわむらゆう

、同
Ｅ＝川崎佳恵

かわさきよしえ

、シンクロＡ＝大泉嶺
おおいずみりょう

・山口愛花
やまぐちあいか

、同
Ｂ＝樫元咲貴

か し も と さ き

・城野亜梨沙
じ ょ う の あ り さ

、シンクロ一般＝
中沢輝代
なかざわてるよ

・影石知子
かげいしともこ

）▼剣道（小学4年生以下＝
昆沙賀一隆
び さ か か ず た か

、同5 .6年生＝豊浦春子
とようらはるこ

、中学生＝
豊浦健一
とようらけんいち

、高校一般＝堤隆博
つつみたかひろ

、新防具組＝鈴木智之
すずきともゆき

）
▼グラウンドゴルフ（個人＝真鍋茂

まなべしげる

）▼少林寺（小学低学年
白～茶帯＝奈須滉

なすあきら

・本田壮汰郎
ほんだそうたろう

、同緑帯＝上田隆平
うえだりゅうへい

・南拓弥
みなみたくや

、
同高学年白～緑帯＝水上涼太

みずかみりょうた

・才野勇太
さ い の ゆ う た

、同低学年茶帯＝
長尾聡
ながおさとし

・石上雄一郎
いしがみゆういちろう

、小学生女子＝久保風美
く ぼ か ざ み

・奥村映理
おく む ら え り

、小
学高学年茶帯以上＝湊悠太

みなとゆうた

・川口大毅
かわぐちだいき

、中学生有段＝
笹川敦嗣
ささがわあつし

・藤原駿作
ふじわらしゅんさく

・原田耕志
はら だ こ う じ

、中学生段外＝梶本剛生
かじもとたかお

・
西田尚貴
にしだひさたか

、単独演武低学年＝井上駿
いのうえしゅん

、同中学年＝稲本脩平
いなもとしゅうへい

、
同高学年＝上田純平

うえだじゅんぺい

▼柔道（小学1年軽量＝文野和樹
ぶん の か ず き

、同重
量＝住谷梓

すみたにあずさ

、小学2年軽量＝柴崎良太
しばざきりょうた

、同重量＝松坂剛志
まつさかたけし

、
小学3年軽量＝藤原嘉樹

ふぃじはらよしき

、同重量＝土屋智嗣
つちやともつぐ

、小学4年軽
量＝花藤愛理

はなふじあいり

、同重量＝藤本裕也
ふじもとゆうや

、小学5年軽量＝日根野谷
ひ ね の や

有希
ゆう き

、同重量＝王子谷剛志
おうじだにたけし

、小学6年軽量＝四至本裕子
し し も と ひ ろ こ

、同
重量＝橋本隆毅

はしもとりゅうき

、中学女子＝浜口光
はまぐちひかる

、中学1～2年＝
山崎将太
やまざきしょうた

、中学3年＝橋本翔貴
はしもとしょうき

、高校生＝宮崎智樹
みやざきともき

、黒帯勝
抜戦＝守田裕貴

もりた ゆ う き

） （敬称略）

チ
ェ
ッ
ク

〜
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災

い
へ
〜

三
月
一
日
豺
か
ら
三
月
七
日
豸

ま
で
、
春
期
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

笊
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

笆
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
は
し
な
い
。

笳
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

笘
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

笙
こ
ど
も
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
な
い
。

笞
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

笵
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
な
い
。

ま
た
、
山
林
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
備
え
、
三
月
七
日
豸

に
市
立
青
少
年
の
森
に
お
い
て
、

消
防
本
部
、
消
防
団
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
ら
に
よ
る
合
同
林
野
火

災
総
合
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

初
期
消
火
訓
練
を
開
催
し
ま
す

消
火
器
の
使
い
方
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な

火
災
も
最
初
は
小
さ
な
火
で
す
。

い
ざ
っ
！
と
い
う
時
の
た
め
に
訓

練
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
六
日
貊
午
後

一
時
半
〜
二
時
半
※
雨
天
の
場
合

は
三
月
二
十
九
日
豺
に
順
延
し
ま

す
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０

１
１
９
）
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ようやく春めいてきました。

今月の楽しい博物館のイベント

紹介は、「博物館クラブ」です。

クラブというと学校の部活動を

思い浮かべますが、ちょっと違

います。

これは、むかしの人たちの生

活を実際に体験して、歴史に親

しんでいただこうというもので

す。これまでに、古代の塩づく

り、アクセサリーづくり、縄

文・弥生時代の布作りと草木

染、古代米作りとご飯炊き、や

じりや石包丁づくり、古代の紙

づくりなどを行ってきました。

発掘調査で本当にみつかった

ものと同じものを復元したり、

当時行っていた同じ方法を体験

するのです。でも、今の機械化

が進んだ世の中に暮らすわたし

たちがやってみても全てがうま

くいくとは限りません。むしろ

失敗することが多いのです。そ

の時、みなさんはきっとこう思

うはずです。「なぜうまくいか

ないの？」と。実は、その疑問

が、歴史を身近に感じ、はるか

昔の古代の人たちの生活を知る

入り口になるのです。

疑問は深い探求心に結びつき

ます。同時にその探求心は参加

した人たちに歴史だけでなく

様々な分野にも向けられるので

す。

このイベントを通じて、子ど

もからおとなの方まで、博物館

のケースのなかにあるものが今

までとはちがった眼で見ていた

だけるようになるはずです。み

なさんもぜひ、ご参加ください。

博物館クラブ
～こんなに楽しい博物館・３～

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『行こう古代史博物館！知ろう海会寺跡広場！』
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